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図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

佐
々
木

勇

一
、
従
来
の
研
究
と
本
稿
の
目
的

図
書
寮
本
「
類
宋
名
義
抄
」
は
、
院
政
時
代
二
〇
〇
年
頃
の
書
写
・
加

(
1
)

点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
図
書
寮
本
r
類
宋
名
義
抄
」
　
で
は
、
掲
出
漢
字
の
漢
音
を
注
す
る
方

法
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
反
切
注
　
②
同
音
字
注
(
「
音
与
○
同
」
型
を
含
む
)
　
③
「
○

之
去
声
」
「
○
上
声
」
型
の
注
　
④
掲
出
字
・
反
切
・
同
音
字
注
へ

の
声
点
　
⑤
掲
出
字
・
反
切
・
同
音
字
注
へ
の
仮
名
音
注
(
い
わ
ゆ
る

煩
音
字
表
記
の
「
火
」
を
含
め
る
)

こ
の
う
ち
、
①
反
切
注
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
の
韻
書
・
字
書
か
ら
の
直

接
ま
た
は
間
接
引
用
で
あ
る
こ
と
が
、
本
資
料
の
出
典
注
記
か
ら
知
ら
れ

る
。ま

た
、
②
同
音
字
注
、
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
③
形
式
の
注
も
、
出
典
が

示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も
と
よ
り
、
出
典
不
明
記
の
も
の
も
、
「
中
国
の
規

(
2
)

範
に
か
な
り
忠
実
な
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

④
の
う
ち
、
掲
出
字
声
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
平
声
・
入
声
に
軽
重
を
区
別
す
る
六
声
体
系
に
基
づ
く
加

点
で
あ
り
、
か
つ
、
大
部
分
、
『
廣
韻
」
　
の
声
調
と
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら

一

3

一

か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
④
⑤
の
う
ち
、
反
切
・
同
音
字
注
の
声
点
お
よ
び
声
調
奉
不
を
兼

(
-
)

ね
た
仮
名
音
注
か
ら
知
ら
れ
る
声
調
も
、
「
「
贋
韻
」
　
の
声
調
に
ほ
と
ん
ど
す

(
5
)

べ
て
一
致
し
て
い
る
」
、
と
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
本
資
料
に
加
点
さ
れ
た
朱
声
点
お
よ
び
声
調
表
示
を

兼
ね
た
朱
仮
名
音
注
の
全
体
を
調
査
し
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
事
柄

が
、
本
資
料
の
全
体
に
及
ぶ
も
の
か
否
か
を
確
認
す
る
。
そ
の
際
、
掲
出

字
・
反
切
上
字
・
反
切
下
字
・
同
音
字
・
そ
の
他
、
に
分
け
て
整
理
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
本
資
料
の
訓
点
か
ら
知
ら
れ
る
漢
音
声
調
体

系
を
導
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
、
掲
出
字
・
反
切
上
字
・
反
切
下
字
・
同
音
字
に
お
け
る
、
そ
れ



ぞ
れ
の
加
点
の
差
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
差
の
原
因
を
、
背
景
に
あ
る
漢
音

声
調
か
ら
説
明
す
る
こ
と
を
も
目
指
す
。

な
お
、
研
究
の
性
格
上
、
複
製
本
に
よ
る
調
査
で
は
、
不
明
な
点
が
残

(
6
)

る
。
そ
こ
で
、
原
本
に
よ
っ
て
、
複
製
本
で
は
判
然
と
し
な
い
点
を
確
認
し
た
。

二
、
漢
音
を
示
す
声
点
・
仮
名
音
注
の
種
類
お
よ
び
両
者

の
関
係

ま
ず
、
本
稿
の
対
象
と
な
る
、
漢
音
を
示
す
声
点
と
仮
名
音
注
の
種
類
、

お
よ
び
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
.
声
点
・
仮
名
音
注
の
種
類
と
加
点
時
期

掲
出
字
へ
の
朱
声
点
は
、
清
濁
を
区
別
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
を
区
別

し
て
い
る
注
文
の
反
切
・
和
訓
等
の
声
点
よ
り
も
早
く
加
点
さ
れ
た
、
と
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
掲
出
字
声
点
に
は
、
大
小
の
別
が
あ
り
、
小
さ
な
声

点
は
注
文
の
和
訓
な
ど
へ
の
声
点
と
同
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
掲
出
字
へ
の
唯
一
の
濁
声
点
加
点
例

フ

は
、
「
宋
(
平
)
-
(
網
)
劃
ノ
ア
至
ミ
(
平
)
巽
」
(
二
九
七
7
(
二
九
七
頁

7
行
目
の
意
。
以
下
同
じ
)
)
　
の
文
選
読
み
の
例
で
あ
っ
て
、
和
訓
と
同
時

(
7
)

に
加
点
さ
れ
た
別
筆
声
点
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

こ
の
点
を
原
本
に
つ
い
て
見
て
も
、
掲
出
字
声
点
に
は
大
小
が
あ
る
こ
と

図
書
寮
本
r
類
朱
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

が
確
認
で
き
た
。

そ
の
大
き
な
朱
声
点
は
、
声
調
表
示
を
兼
ね
た
朱
仮
名
お
よ
び
句
頭
・
句

切
り
の
点
と
同
筆
で
あ
ろ
う
、
と
判
断
さ
れ
た
。

一
方
、
小
さ
な
朱
声
点
は
、
和
訓
・
反
切
・
同
音
字
注
の
声
点
と
同
一
に

見
え
、
同
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
単
字
掲
出
字
に
は
大
き
な
声
点
が
多
く
、
異
体
字
と
と
も
に
記

し
た
正
体
字
に
加
点
さ
れ
た
声
点
に
は
小
さ
な
も
の
が
多
い
、
と
い
っ
た
傾

向
は
見
出
せ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
の
傾
向
で
あ
り
、
大
小
の
声
点
は
完
全
に
は

使
い
分
け
ら
れ
て
い
な
い
し
、
大
小
の
判
定
に
迷
う
声
点
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
右
の
文
選
読
み
の
掲
出
字
に
加
点
さ
れ
た
声
点
も
、
他
の
掲
出
字
声

点
と
別
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
和
訓
を
連
続
さ
せ
る
文
選
読
み
で
は
漢
語
に
濁
声
点
を
加
点

し
、
そ
の
他
の
掲
出
字
に
は
単
声
点
の
み
を
使
用
す
る
加
点
を
、
同
一
人
物

が
行
な
っ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

濁
声
点
を
用
い
な
い
声
点
と
濁
声
点
を
用
い
る
声
点
と
を
、
掲
出
字
と
注

文
、
お
よ
び
、
意
訳
字
と
音
訳
字
と
で
使
い
分
け
た
音
義
と
し
て
、
唐
招
提

(
8
)

寺
蔵
『
孔
雀
経
音
義
」
院
政
初
期
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
資
料
に
お
け
る
大
小
の
声
点
は
、
書
き
分
け
の
傾
向
は

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
同
時
の
加
点
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
よ
っ
て
、
本
稿

一
三



図
書
東
本
r
顛
末
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

で
は
、
大
小
の
声
点
を
区
別
せ
ず
、
一
括
し
て
処
理
す
る
。

ま
た
、
漢
音
を
示
す
朱
仮
名
音
注
も
、
一
筆
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
た
だ

'
一
ノ

し
、
「
濁
天
)
」
　
(
一
六
7
)
　
に
お
け
る
「
タ
ク
」
　
の
み
は
、
別
筆
と
判
断
さ

(
9
)

れ
る
。2

.
声
点
と
仮
名
音
注
と
の
関
係

本
資
料
の
声
点
と
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
仮
名
音
注
は
、
「
声
点
と
併
記
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
、
声
調
を
考
慮
に

い
れ
ず
に
か
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
ば
あ
い
に
は
、
「
第
6
図
」
に

し
め
す
よ
う
な
体
系
で
、
そ
の
し
る
さ
れ
る
位
置
に
よ
っ
て
、
声
調
が
同
時(川)

に
し
め
さ
れ
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る

(
「
第
6
図
」
は
、
平
声
・
入
声
に
軽
重
を
区
別
す
る
六
声
体
系
の
加
点
位

置
を
示
し
た
図
で
あ
る
)
。

た
だ
し
、
小
松
論
文
で
は
、
「
声
点
と
か
な
表
記
の
字
音
と
が
併
記
さ
れ

て
い
る
も
の
　
二
九
例
」
と
し
、
そ
の
う
ち
八
例
を
挙
げ
る
の
み
で
、
他
例

.〓、

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
資
料
に
お
い
て
、
「
声
点
と
か
な
表
記
の
字
音
と
が

併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
」
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
す
る
と
、
左
の
二
三
例
を

へ

1

2

)

見
出
せ
た
。

以
下
、
そ
れ
を
、
加
点
字
の
位
置
に
よ
っ
て
分
類
し
て
掲
げ
る
。
(
印
刷

一
四

の
都
合
上
、
仮
名
昔
注
は
す
べ
て
右
傍
に
、
仮
名
に
付
さ
れ
た
」
は
そ
の
仮

名
の
下
に
、
記
す
。
)

A
.
掲
出
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
　
(
一
例
)

7宋
(
平
)
-
(
網
)
　
(
上
濁
)
ノ
ア
(
平
)
ミ
(
平
)
巽
(
二
九
七
7
)

B
.
反
切
上
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
　
(
無
し
)

C
.
反
切
下
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
　
(
四
例
)

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ヨ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

L

r

ウ

L

倶
(
平
軽
)
(
一
〇
五
6
)
　
逼
(
入
校
)
(
三
一
七
1
)
　
登
(
平
)
(
二
五
一

リ
ウ

2
)
　
香
(
去
)
(
一
五
7
)

D
.
同
音
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
　
二
五
例
)

カ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ウ

狭
(
入
軽
)
(
二
一
3
)
　
梓
(
去
)
(
一
七
1
)
　
好
(
平
竺
(
一
八
4
)
　
積

セ

イ

サ

　

　

　

　

　

　

ロ

ウ

L

　

　

　

　

　

　

シ

ヨ

(
平
軽
)
(
二
七
2
)
　
些
　
(
去
)
(
四
四
2
)
　
籠
(
平
)
(
五
二
2
)
　
庶
(
去
)

カ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヨ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

ウ

(
五
三
3
)
　
校
(
上
)
(
二
九
五
5
)
　
辱
(
人
種
濁
)
(
三
一
〇
7
)
　
沙
(
上

化

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ウ

濁
)
(
三
一
七
2
)
　
弦
(
平
)
(
三
二
〇
3
)
　
邑
(
入
軽
)
(
三
三
五
4
)
　
鰯

シ
ヨ
タ

(
上
濁
)
(
三
三
五
5
)
　
辱
(
入
蛸
濁
)
(
三
四
二
1
)

E
.
上
記
以
外
の
注
文
字
に
加
点
さ
れ
た
も
の
　
(
三
例
)

七

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ク

我
(
去
)
〓
0
4
)
　
調
(
入
濁
)
(
一
六
九
4
)
　
羞
(
入
軽
)
(
三
四
二
4
)

以
上
、
声
点
と
併
記
さ
れ
た
仮
名
昔
注
二
三
例
は
、
い
ず
れ
も
声
調
を
表

示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
漢
音
の
仮
名
音
注

が
、
原
則
と
し
て
、
声
調
表
示
を
兼
ね
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
に
お
い
て
、
漢
音
を
表
示
し
た
朱
声
点
と
朱
仮
名



音
注
と
に
は
、
強
い
相
関
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
仮
名
音
注
と
声
点

一

1

3

一

と
は
、
同
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

三
、
声
点

1
.
掲
出
字
声
点

図
書
寮
本
r
類
朱
名
義
抄
」
　
の
掲
出
字
声
点
は
、
九
十
例
の
加
点
例
に
つ

l
〓
▼

い
て
分
析
済
み
で
あ
る
。
筆
者
も
、
全
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
確
認
し
た
。

よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
原
本
調
査
の
結
果
、
新
た
に
知
ら
れ
た
点
を
付
け

1

1

5

一

加
え
る
の
み
と
す
る
。

A
.
小
松
著
書
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
原
本
で
は
声
点
が
加
点
さ
れ

て
い
る
例
。

(
掲
出
字
を
単
字
形
式
に
あ
ら
た
め
、
必
要
な
音
注
の
み
を
引
用
す

る
。
(
　
)
内
は
、
割
注
。
以
下
同
じ
。
)

a
懲
笥
(
干
云
上
通
.
)
(
二
六
九
1
)

b
司
司
(
順
云
昔
黄
(
平
)
(
以
下
、
略
)
)
(
一
四
八
7
)

右
二
例
の
声
点
は
、
い
ず
れ
も
紙
端
の
虫
損
部
分
へ
の
加
点
で
あ
り
、
原

本
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

a
は
、
注
文
に
昔
注
を
持
た
な
い
例
で
、
正
字
体
に
声
点
を
加
点
す
る
類

に
加
え
ら
れ
る
。

b
は
、
注
文
の
音
注
に
声
点
加
点
し
、
な
お
か
つ
、
掲
出
字
に
声
点
を
加

図
濱
寮
本
「
類
架
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

点
し
た
例
で
あ
る
。
当
該
例
に
声
点
加
点
が
見
ら
れ
る
理
由
は
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
続
く
、
「
碩
(
字
書
亦
碩
　
公
云
廣
　
ア
(
上
)
ラ

至
カ
(
上
)
ネ
(
上
し
)
　
同
領
(
上
)
」
(
一
四
九
1
)
　
に
対
す
る
正
字
体
と
判

へ

1

6

)

断
し
て
の
声
点
加
点
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
a
と
同
類
と
な
る
。

B
.
複
製
本
で
は
声
点
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
虫
損
で
あ
る
例
。

帯
(
二
八
二
7
)
　
〔
小
松
著
書
四
三
七
頁
で
は
、
去
声
点
加
点
例
と
し
て
い
る
。
〕

2
.
反
切
上
字
声
点

掲
出
字
以
外
に
加
点
さ
れ
た
、
漢
音
声
調
を
示
す
声
点
に
つ
い
て
は
、
本

資
料
の
全
体
を
調
査
し
た
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、

声
点
の
全
体
を
整
理
す
る
。
対
象
と
す
る
の
は
、
呉
音
・
和
音
を
排
除
し

(
1
7
)

た
、
掲
出
字
直
下
に
続
け
て
記
さ
れ
る
注
文
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
反
切
上
字
へ
の
声
点
加
点
は
、
全
二
二
二
例
見
ら
れ
る
。

そ
れ
を
『
廣
韻
」
　
の
声
調
清
濁
に
対
応
さ
せ
る
と
、
後
掲
表
1
と
な
る
。

表
1
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
『
贋
韻
」
声
調
に
原
則
と
し
て
一
致
し
て
い

る
。
『
贋
韻
」
声
調
と
ず
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
、
唯
一
、
次
の
例
で
あ
る
。

瑛
(
真
云
可
司
角
(
入
)
反
)
(
〓
ハ
七
4
)

表
中
で
は
、
『
廣
韻
」
平
声
全
清
と
し
た
が
、
「
疋
」
字
は
、
『
廣
韻
」
　
に

上
声
全
清
山
母
お
よ
び
上
声
次
濁
疑
母
の
音
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
入
声
に
記
載
は
無
い
。
た
だ
し
、
日
本
漢
音
で
は
、
古
く
か
ら
入
声
字

一
五



表1図書寮本F頬緊名義抄』反切上字声点

図
書
寮
本
「
軒
緊
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

廣
韻

＼

平　　 声 上　　 声 去　　 声 入　　 声

全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次

点 清 清 濁 濁 清 清 濁 濁 清 清 濁 濁 措 清 濁 濁

平 5 2 31 13

平

軽

35 6

上 3 2 9

去 1 1 1

入

軽

6 2 7

入 1 1 4 2

一
六

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
醍
醐
寺
蔵
「
妙
法
蓮
華
経
釈
文
」
平
安

シ

イ

チ

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ツ

後
期
点
に
、
「
質
(
入
軽
)
(
眞
(
平
軽
)
匪
揉
愕
反
)
」
(
二
五
2
)
、
久
遠
寺
蔵

ヒ
ふ
ノ

『
本
朝
文
粋
」
鎌
倉
中
期
点
に
も
「
疋
-
夫
」
(
二
7
1
)
　
の
例
が
存
す
る
。

表
1
か
ら
平
声
軽
点
は
、
平
声
全
清
・
次
清
字
に
限
っ
て
加
点
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
入
声
軽
点
は
、
全
濁
字
以
外
の
入
声
字
に

加
点
さ
れ
て
い
る
。

右
か
ら
、
本
資
料
反
切
上
字
声
点
に
お
け
る
平
声
・
入
声
軽
重
の
区
別

は
、
日
本
漢
音
声
調
と
r
贋
韻
」
声
調
清
濁
と
の
対
応
原
則
に
合
致
し
て
い

る
、
と
言
え
る
。

な
お
、
全
濁
上
声
字
に
は
声
点
加
点
が
存
し
な
い
た
め
、
全
濁
上
声
の
去

(
1
8
)

声
化
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
い
。

3
.
反
切
下
字
声
点

反
切
下
字
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
全
八
四
七
例
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
、
「
廣
韻
」
　
の
声
調
清
濁
に
対
応
さ
せ
る
と
、
後
掲
表
2
と
な

る
。表

2
か
ら
、
反
切
下
字
声
点
も
、
r
廣
韻
」
声
調
に
原
則
と
し
て
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
反
切
上
字
声
点
と
比
べ
て
、
軽
重
の
区
別
に
、
日
本
漢
音
声
調

と
　
『
廣
韻
」
声
調
清
濁
と
の
対
応
原
則
に
合
わ
な
い
も
の
の
比
率
が
高
い
。



表2　図書寮本F類緊名義抄j反切下字声点

贋
韻

＼

平　　 声 上　　 声 去　　 声 入　　 声

全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次
点 活 清 濁 濁 活 活 濁 濁 活 清 濁 濁 活 清 濁 濁

平 47

〈3〉

1 ・ 62

〈3〉

93 1

平

軽

86

〈2〉

2 . 2 4

上 1 4 5 1

〈2〉

7 20

〈1〉

6 1

〈1〉

3

去 1 1 113

〈9〉

4 22

〈2〉

54

〈2〉

入

軽

70

〈1〉

8 11 64

〈1〉

入 28

〈1〉

1 16 8

下段の〈　〉　内は、仮名音注による声調表示を同様に処理した数で、外数。

岡
苦
栗
本
r
類
架
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

こ
れ
は
、
軽
重
清
濁
を
示
す
反
切
上
字
と
は
異
な
り
、
四
声
を
示
す
反
切

下
字
に
は
軽
重
を
正
確
に
示
す
必
要
は
な
い
、
と
い
う
意
識
の
表
わ
れ
か
と

一

D

一

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
反
切
上
字
と
遠
い
、
『
廣
韻
」
　
の
四
声
か
ら
外
れ
る
例
も
存
す

る
。

A
.
全
濁
上
声
の
去
声
化
を
反
映
し
た
例

そ
の
中
で
、
『
贋
韻
」
　
の
全
濁
上
声
字
に
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
の
は
、

次
の
例
で
あ
る
。

圏
油
(
(
略
)
東
云
(
略
)
鳥
(
平
竺
笥
l
鳥
牒
(
入
こ
ハ
反
)
(
二
二

〇
1
)

「
萱
」
は
、
【
東
宮
切
韻
」
　
か
ら
引
用
し
た
別
音
五
番
目
の
反
切
下
字
で

あ
る
。
こ
の
「
蟹
」
は
、
『
廣
韻
」
　
に
は
上
声
以
外
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
」
　
に
「
田
期
反
」
　
(
八
5
ウ
)
、
箋
注
『
倭
名
類
宋

抄
」
　
に
「
蒋
妨
切
韻
云
、
萱
、
(
徒
砧
反
、
上
声
之
重
、
(
以
下
略
)
)
」
　
(
六

7
0
オ
)
と
あ
り
、
日
本
で
も
、
上
声
字
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
慧
琳
〓
切
経
音
義
」
　
に
は
、
「
旦
難
反
」
　
(
七
九
2
9
)
と

去
声
字
を
反
切
下
字
と
し
た
例
が
存
し
、
中
国
に
お
い
て
去
声
化
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
資
料
の
右
例
は
、
「
全
濁
上
声
の
去
声
化
」
　
の
反
映
例
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

一
七



図
書
寮
本
r
類
架
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

先
行
研
究
で
は
、
本
資
料
の
反
切
字
声
点
は
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
を
反

へ
別
-

映
し
て
い
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
一
例
と
は
い
え
、
重
要
な
例

で
あ
る
。

他
に
、
『
贋
韻
」
声
調
か
ら
外
れ
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
例
が
あ
る
。

B
.
掲
出
字
声
調
と
一
致
す
る
声
点
を
反
切
下
字
に
加
点
し
た
例

郎
(
応
云
於
笥
l
反
)
　
(
一
七
七
7
)

反
切
下
字
「
古
」
　
は
、
『
廣
韻
」
　
上
声
全
活
模
韻
の
字
で
あ
る
。
し
か

し
、
被
注
字
「
郎
」
は
、
『
廣
韻
」
　
で
去
声
に
も
掲
載
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
昔
を
加
点
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

次
の
例
も
、
同
様
に
解
釈
さ
れ
る
(
当
該
加
点
例
を
含
む
反
切
の
み
記
す
)
。

佼
(
徒
甘
董
反
)
　
(
二
四
一
4
)
　
〔
佼
-
上
声
全
濁
・
去
声
全
濁
・
平

声
全
濁
〕

C
.
加
点
理
由
不
明
の
例

躇
(
敷
救
壬
反
)
　
(
二
一
6
)
　
〔
踏
-
去
声
次
清
・
入
声
全
濁
〕

意
(
弘
云
於
記
(
上
)
反
)
　
(
二
三
八
1
)
　
〔
意
-
去
声
全
活
〕
　
意
(
弘

云
於
(
平
軽
)
睡
尋
反
)
(
二
五
一
5
)
〔
意
-
去
声
全
活
〕

右
の
反
切
下
字
「
救
」
「
記
」
「
陸
」
お
よ
び
被
注
字
「
焙
」
「
音
ご
「
意
」

は
、
『
廣
韻
」
　
で
去
声
に
所
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
切
韻
逸
文
・
「
玉
扇
∵

玄
応
『
一
切
経
音
義
」
・
慧
琳
〓
切
経
音
義
∵
希
麟
『
続
一
切
経
音
義
」

に
も
、
加
点
さ
れ
た
声
点
に
合
う
注
は
無
い
。

一
八

よ
っ
て
、
本
資
料
に
お
け
る
上
声
あ
る
い
は
平
声
点
の
加
点
理
由
は
、
不

明
と
す
る
し
か
な
い
。

4
.
同
音
字
注
声
点

本
資
料
の
同
音
字
注
に
は
、
「
公
任
卿
」
「
公
」
と
冠
し
た
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
、
公
任
『
大
般
若
経
字
抄
」
　
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

(
2
1
)

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
公
任
卿
」
「
公
」
と
さ
れ
た
同
音
字
注
に
加
点
さ

れ
た
声
点
は
、
以
下
に
若
干
例
を
掲
げ
た
如
く
、
呉
音
声
調
と
一
致
す
る
も

の
が
多
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
音
注
は
、
今
回
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

た
だ
し
、
公
任
「
大
般
若
経
字
抄
」
　
か
ら
の
引
用
中
に
、
「
正
O
」
と
し

て
、
正
音
を
も
引
い
た
例
が
存
す
る
。
そ
の
中
で
、
本
資
料
に
声
点
が
加
点

(
2
2
)

さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
例
で
あ
る
。

暇
(
公
云
音
計
(
平
)
正
副
l
l
(
l
笥
)
　
(
一
六
四
2
)
　
涜
(
應
石
動
計
(
去
)

反
(
略
)
順
云
夷
(
平
)
(
略
)
公
任
卿
云
音
低
(
平
)
正
笥
)
　
(
三
七

2
)
　
譚
(
應
云
許
虐
(
入
持
濁
)
反
(
略
)
公
云
音
逆
(
入
濁
)
正
薗
」
刃
矧

到
)
(
八
二
7
)
　
環
八
公
云
音
貫
(
去
)
　
夕
(
平
)
マ
至
キ
(
上
)
　
正

笥
)
　
(
一
六
一
4
)

右
の
う
ち
、
「
正
O
」
と
し
て
引
か
れ
た
音
注
へ
の
声
点
は
、
r
廣
韻
」
声

調
と
一
致
す
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
四
例
は
、
今
回
の
対
象
と
す
る
。



こ
の
四
例
を
含
め
、
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
」
　
の
同
音
字
注
に
加
点
さ

れ
た
、
漢
音
声
調
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
声
点
は
、
全
六
九
七
例
で
あ
る
。

こ
の
六
九
七
例
を
、
r
贋
韻
」
　
の
声
調
清
濁
に
対
応
さ
せ
る
と
、
後
掲
表

3
と
な
る
。

表
3
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
本
資
料
の
声
点
加
点
は
、
r
廣
韻
」
声
調
と

原
則
と
し
て
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
反
切
上
字
を
整
理
し
た
表
1
と
比
較
す
る
と
、
平
声
・
入
声
の

軽
重
の
区
別
に
異
例
が
多
い
。
ま
た
、
表
1
・
表
2
と
比
較
し
て
、
「
贋
韻
」

声
調
か
ら
外
れ
る
例
が
多
い
。

以
下
、
「
廣
韻
」
声
調
と
異
な
る
声
点
加
点
例
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

A
.
全
濁
上
声
の
去
声
化
を
反
映
し
た
例

蹄
樹
(
音
珂
l
司
l
(
以
下
略
)
)
(
三
四
三
7
)
　
〔
「
撰
」
は
呉
音
平
声
〕

補
樹
(
類
云
司
司
書
(
以
下
略
)
)
(
三
二
二
2
)〔

「
善
」
は
呉
音
平
声
濁
〕

ガ
ー
(
磐
)
(
順
云
俗
昔
萄
l
司
l
強
(
乎
)
)
(
一
五
六
7
)

〔
「
奉
」
は
呉
音
平
声
濁
〕

瑚
花
-
(
石
)
(
此
間
音
笥
l
卦
(
上
)
尺
(
入
)
)
(
一
四
七
6
)

〔
「
道
」
は
呉
普
平
声
濁
〕

右
四
字
、
「
撰
・
善
・
奉
・
道
」
は
、
上
声
全
濁
字
で
あ
る
。
こ
の
四
例

(
2
3
)

の
去
声
点
加
点
例
は
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
例
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

図
書
寮
本
r
類
朱
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

表3　図書寮本tF類緊名義抄」同音字注声点

廣
韻
＼

平　　 声 上　　 声 去　　 声 入　　 声

全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次 全 次
点 清 清 濁 濁 清 活 濁 濁 清 清 濁 濁 清 清 濁 濁

平 36
〈10〉

15
〈4〉

108
〈15〉

86
〈10〉

1
〈1〉

平
軽

72
〈18〉

7
〈6〉

14
〈3〉

2
〈1〉

1

上 1 39
〈7〉

12
〈1〉

12
〈4〉

24
〈2〉

1 1

去 1 1 4 48
〈2 1〉

8
〈2〉

36
〈4〉

26
〈5〉

入
軽

40
〈14〉

4
〈1〉

8
〈5〉

34
〈3〉

入 16 5
〈2〉

32
〈2〉

4

下段の〈　〉内は、仮名音注による声調表示を同様に処理した数で、外数。



図
書
寮
本
r
類
衆
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

B
.
掲
出
字
声
調
と
一
致
す
る
声
点
を
同
音
字
に
加
点
し
た
例

本
資
料
の
同
音
字
注
声
点
に
は
、
同
音
字
注
の
r
廣
韻
」
声
調
と
は
異
な

る
加
点
が
存
し
、
そ
の
中
に
は
、
「
注
字
本
来
の
声
調
を
無
視
し
て
、
母
字

(
2
4
)

の
声
調
に
も
と
づ
い
て
加
点
す
る
」
も
の
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、
次
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

壊
(
音
恢
(
圭
)
)
(
二
二
三
4
)
　
塾
ヘ
音
鮎
(
喜
)
　
(
二
一
九
4
)

右
の
類
例
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
指
摘
で
き
る
。
(
〔
　
〕
内
に
、
『
広

韻
」
　
の
昔
を
記
す
。
)

濫
(
昔
醗
(
上
)
)
(
四
六
1
)
　
〔
濫
-
上
声
全
濁
匿
母
街
萬
・
去
声
次
濁

来
母
談
韻
、
酎
-
平
声
全
濁
厘
母
成
嘉
〕
　
諸
(
音
奄
(
平
)
)
(
九
七
1
)

〔
諸
-
平
声
、
奄
-
上
声
〕
　
法
(
昔
妓
(
上
)
)
(
三
八
2
)
〔
法
-
上

声
全
濁
、
絃
-
去
声
〕

最
後
の
掲
出
字
「
法
」
の
例
は
、
本
文
同
音
字
注
が
上
声
全
濁
字
の
去
声

化
を
反
映
し
た
去
声
字
で
注
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
声
点
加
点
者
が
掲
出

字
声
調
と
一
致
す
る
上
声
点
を
加
点
し
た
例
か
、
と
思
わ
れ
る
。

C
.
連
音
上
の
声
調
変
化
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例

桃
花
-
(
石
)
(
此
間
昔
道
(
去
)
到
.
封
l
l
尺
(
人
)
)
(
一
四
七
6
)

「
卦
」
は
、
哀
韻
」
で
は
去
声
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、

上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

右
は
、
r
倭
名
煩
宋
抄
」
か
ら
の
引
用
例
で
あ
る
。
『
倭
名
類
衆
抄
」
　
の

二
〇

「
俗
」
「
此
間
」
を
冠
し
た
音
注
は
、
掲
出
字
の
呉
音
形
と
声
調
と
を
、
注

(
5
)

字
の
漢
音
に
よ
っ
て
示
す
例
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
例
も
そ
れ
に
あ
た
る
と
す
る
と
、
掲
出
字
「
花
」
の
呉
音
声
調
、
去

声
ま
た
は
上
声
(
法
華
経
音
義
諸
本
に
依
る
)
を
去
声
字
「
卦
」
で
注
し
た

例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
平
安
後
期
以
降
の
呉
音
に
は
、
達
音
上
の
声
調
変
化
が
見
ら
れ

】暇nる
。
「
花
」
の
上
接
字
「
桃
」
の
呉
音
声
調
は
、
去
声
ま
た
は
上
声
で
あ
る

(
親
鸞
r
観
無
量
壽
経
」
　
の
声
点
に
依
る
)
。
よ
っ
て
、
去
声
字
「
花
」
が

続
く
と
、
「
花
」
の
調
値
は
上
声
と
同
一
と
な
る
。
そ
の
調
債
を
表
示
す
る

た
め
に
、
「
卦
」
に
上
声
点
を
加
点
し
た
の
が
、
右
の
加
点
例
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
が
『
類
衆
名
義
抄
」
声
点
加
点
者
の
判
断
に
よ
る
も
の

か
否
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
「
類
宋
名
義
抄
」
　
の
原
撰
者
は
、
r
倭
名
類
架

(㌘-

抄
」
　
の
声
点
を
「
証
拠
」
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、
r
倭

名
類
宋
抄
」
十
巻
本
の
尊
経
閤
文
庫
蔵
明
治
時
代
写
本
に
は
「
此
間
書
道

妄
)
卦
(
上
)
尺
(
入
)
」
(
一
1
0
ウ
)
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
例
は
、

r
倭
名
類
果
抄
」
訓
点
本
の
声
点
を
移
点
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

D
.
加
点
理
由
不
明
の
例

域
(
昔
時
(
上
)
)
　
(
二
二
三
3
)

掲
出
字
「
墟
」
・
同
音
字
注
「
囁
」
と
も
、
r
贋
韻
」
去
声
字
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「
境
」
は
、
慧
淋
二
〓
切
経
音
義
」
　
に
は
、
上
声
の
反
切
例
「
廓
贋



反
」
(
三
6
)
　
が
存
す
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
を
同
音
字
に
加
点
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

潤
(
音
混
尋
軽
〉
)
　
(
三
四
3
)

掲
出
字
「
潤
」
は
、
「
廣
韻
」
去
声
字
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
上
声
全
濁
字

の
同
音
字
注
「
混
」
を
付
し
て
い
る
。
「
混
」
に
は
、
本
資
科
内
に
、
他

に
、
「
侃
(
弘
云
古
笥
反
)
」
(
二
六
六
1
)
が
あ
る
。
ま
た
、
慧
琳

二
切
経
音
義
」
　
で
も
、
平
声
の
音
注
し
か
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
右
例

の
平
声
軽
点
は
、
不
審
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
声
点
加
点
者
が
当
該
例
を
、

「
昆
」
(
r
廣
韻
J
平
声
全
活
字
)
と
誤
認
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
今
回
対
象
と
し
た
同
音
字
注
に
加
点
さ
れ
た
声
点
は
、
原
則
と
し

て
、
「
贋
韻
」
　
の
声
調
と
一
致
す
る
。

た
だ
し
、
四
例
な
が
ら
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
例
を
指
摘
で
き
た
点
は
、

重
要
で
あ
る
。

四
、
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
昔
注

図
書
寮
本
「
類
宋
名
義
抄
」
に
お
け
る
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
に

(四)

は
、
す
で
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
加
点
箇
所
別
に
掲
げ
る
。

1
.
掲
出
字
に
加
点
さ
れ
た
例

汎
(
ハ
ム
圭
)
混
(
サ
上
〓
シ
平
軽
)
(
ト
ソ
(
上
)
ソ
(
上
)
イ
/
テ
　
選
)
(
一
〇
6
)

右
は
、
小
松
著
書
五
〇
八
頁
に
も
〔
図
版
1
〕
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

「
汎
」
は
、
r
廣
韻
」
去
声
字
で
、
仮
名
音
注
が
示
す
声
調
は
、
こ
れ
と

一
致
す
る
。

「
混
」
は
、
r
贋
韻
J
上
声
麻
韻
お
よ
び
去
声
寛
韻
字
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
右
例
で
、
上
声
の
位
置
に
書
き
込
ま
れ
た
「
サ
」
は
、
上
声
麻
韻
の
音

を
表
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
名
音
注
「
シ
」
が
示
す
平
声
軽
に
一
致
す

る
音
が
r
贋
韻
」
　
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
『
集
韻
」
　
で
も
同
様
で
あ

5
、
右
以
外
の
注
文
字
声
点

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
例
以
外
の
注
文
漢
字
に
、
漢
音
声
調
を
示
す
か
と

.

J

▼

思
わ
れ
る
声
点
を
直
接
加
点
し
た
例
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

七
ンー

(
瀬
)
(
去
)
(
一
〇
4
)
　
〔
去
声
全
清
〕

こ
の
声
点
も
、
「
廣
韻
」
声
調
に
一
致
し
て
い
る
。

図
書
寮
本
r
類
衆
名
義
抄
】
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

る-る
)　　　　　　0

た
だ
し
、
『
韻
補
」
　
(
古
逸
叢
書
所
収
遼
寧
省
図
書
館
蔵
宋
刻
本
に
伍

に
は
、
「
叶
山
宜
切
音
詩
」
の
注
が
有
る
。
反
切
上
字
「
山
」
は
全
清

字
、
反
切
下
字
「
宜
」
は
平
声
字
で
あ
り
、
同
音
字
注
「
詩
」
は
平
声
全
清

字
で
あ
る
。
右
例
で
、
平
声
軽
の
位
置
に
書
き
込
ま
れ
た
「
シ
」
は
、
こ
の

昔
を
注
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
一



図
書
寮
本
r
類
緊
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

2
.
反
切
上
字
に
加
点
さ
れ
た
例

反
切
上
字
に
は
、
こ
の
音
注
が
加
点
さ
れ
た
例
が
無
い
。

3
.
反
切
下
字
に
加
点
さ
れ
た
例

反
切
下
字
へ
の
加
点
例
は
、
次
の
三
〇
例
で
あ
る
(
表
2
の
下
段
(
㌧
)

内
に
、
そ
の
数
の
み
記
し
た
。
最
後
に
ま
と
め
、
○
を
付
し
た
四
例
は
、
小

松
論
文
で
採
ら
れ
て
い
な
い
例
(
〔
　
〕
に
当
該
字
の
『
贋
韻
」
声
調
・
清

濁
と
韻
目
(
平
声
で
代
表
さ
せ
る
)
と
を
記
し
た
)
。
△
を
付
し
た
も
の

は
、
声
点
の
位
置
が
小
松
の
認
定
と
異
な
る
例
。
以
下
同
様
。
)

鋲
(
サ
ム
去
)
(
一
二
6
)
　
溜
(
リ
ウ
去
)
(
一
六
3
)
　
校
(
カ
ウ
上
)
(
四
二
4
)

倶
(
ク
平
軽
)
(
七
四
4
)
　
逆
(
ヘ
イ
去
〉
(
九
二
4
)
　
幼
(
イ
ウ
圭
)
(
九
三

3
)
　
蔭
(
イ
ム
去
)
(
九
四
1
)
　
細
〈
セ
イ
去
)
(
九
四
3
)
　
諌
(
カ
ン
圭
)
(
九

六
6
)
　
歌
(
ケ
チ
入
軽
二
九
九
4
)
　
陸
(
リ
ク
入
軽
)
(
一
〇
七
6
)
　
部
(
ト

ゥ
L
去
)
(
一
一
七
2
)
　
苦
言
イ
上
)
(
一
二
二
2
)
　
氏
(
シ
上
)
(
二
二
四

1
)
　
杉
(
サ
ム
平
軽
)
(
一
四
一
5
)
　
侶
(
エ
ン
上
)
(
一
四
二
3
)
　
胡
(
コ
平
)

(
一
七
九
3
)
　
干
(
カ
ン
平
軽
二
一
九
四
4
)
　
緯
(
カ
ウ
L
去
)
(
二
四
七
7
)

潰
(
火
イ
去
)
(
二
六
五
5
)
　
亮
(
リ
ヤ
ウ
L
去
)
(
二
八
一
2
)
　
乙
(
イ
チ
入

軽
)
(
二
八
一
7
)
　
干
(
巾
平
軽
)
(
三
〇
四
2
・
三
〇
四
3
)
　
諌
(
カ
ン
去
)

(
三
四
〇
4
)
　
△
釆
(
火
イ
平
)
(
二
七
三
1
)
　
○
閉
(
ヘ
イ
去
)
(
九
四
2
)

〔
去
声
全
清
斎
韻
〕
　
○
街
(
カ
ム
平
)
(
一
四
二
2
)
〔
平
声
全
濁
街
韻
〕

○
皮
(
ヒ
乎
)
(
二
一
四
7
)
　
〔
平
声
全
濁
支
韻
〕
　
○
村
(
カ
平
)
二
四

二
二

二
7
)
　
〔
平
声
全
清
歌
韻
〕

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
加
点
位
置
は
、
「
廣
韻
」
に
お
け
る

該
字
の
所
属
声
調
と
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
表
2
の
下
段
へ
　
)
内
に
記
し
た
通
り
、
r
廣
韻
」
平
声
全
清

字
に
平
声
重
の
位
置
へ
の
加
点
三
例
、
平
声
軽
の
位
置
へ
の
加
点
二
例
、
と

い
う
の
は
、
意
味
の
あ
る
数
か
も
知
れ
な
い
。
声
点
と
同
じ
く
、
反
切
下
字

は
反
切
上
字
に
比
し
て
、
軽
重
の
区
別
を
厳
密
に
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

4
.
同
書
字
に
加
点
さ
れ
た
例

同
音
字
注
に
加
点
さ
れ
た
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
は
、
左
の
全
一

二
七
例
で
あ
る
。

奄
(
エ
ム
上
〉
(
一
二
6
)
　
疏
(
ソ
平
)
(
三
四
2
)
　
泄
〓
イ
圭
)
(
三
五
6
)

弗
(
フ
ツ
入
)
(
四
九
4
)
　
奏
へ
ソ
呈
)
(
五
一
4
)
　
紹
(
テ
ウ
平
竺
(
六
七

7
・
六
八
1
)
　
嫡
(
ユ
ン
平
竺
(
六
九
4
)
　
澗
(
カ
ン
圭
)
(
七
一
2
)
　
迅

(
シ
ン
去
)
(
七
三
3
)
　
係
(
ケ
イ
去
)
(
七
四
3
)
　
辞
(
シ
平
)
(
七
四
5
)

素
〈
ソ
去
)
(
七
五
5
)
　
試
(
シ
喜
(
七
七
4
)
　
住
(
‡
去
)
(
七
八
7
)

核
(
カ
イ
平
軽
)
(
七
九
4
)
　
沸
(
呈
)
(
八
九
2
)
　
冒
(
ヰ
去
二
九
〇
4
)

賛
(
サ
ン
去
二
九
六
3
)
　
恰
(
イ
平
軽
〉
(
九
七
4
)
　
瑳
(
サ
平
竺
二
〇

四
2
)
　
差
〈
シ
平
軽
)
二
〇
四
3
)
　
敲
(
カ
至
り
平
竺
二
一
〇
五
5
)

膚
(
フ
平
)
(
一
〇
五
5
)
　
弄
(
セ
イ
去
〉
(
一
〇
七
2
)
　
沓
(
タ
7
人
竺
(
一

〇
八
2
)
　
鐘
〈
シ
ョ
ウ
L
平
軽
)
(
一
〇
九
6
)
　
條
(
テ
ウ
平
)
二
一
一
1
)



糾
(
サ
ウ
平
些
二
二
一
一
5
)
　
露
(
U
去
二
一
一
二
1
)
　
疏
(
ソ
平
二
一
一

三
7
)
　
辟
へ
へ
キ
人
竺
(
一
一
七
6
)
　
辟
(
へ
キ
人
権
二
一
一
七
7
)
　
積

(
セ
キ
入
竺
(
二
八
1
)
　
竺
(
セ
7
人
軽
二
一
二
一
4
)
　
牒
(
テ
フ
入
校
二
一

二
一
4
)
　
寮
(
ト
ウ
皐
ニ
(
一
二
八
1
)
　
奇
(
キ
平
竺
(
二
三
一
4
)
　
庇

;
乎
)
二
三
二
6
)
　
都
(
ヒ
チ
入
軽
)
(
二
二
四
2
)
　
痔
(
チ
上
)
(
一
三
八

5
)
　
歎
二
タ
ン
至
二
四
〇
2
)
　
埜
(
ラ
ム
平
)
(
一
四
三
1
)
　
院
(
ヒ
平
)

(
一
四
八
3
)
　
期
〈
キ
平
二
一
四
八
4
)
　
沙
耳
平
竺
二
五
二
2
)

損
二
フ
上
二
一
五
二
7
)
　
捕
二
タ
ク
人
竺
(
一
五
四
1
)
　
零
(
レ
イ
平
)
(
一

六
一
5
)
　
干
{
ク
/
平
軽
)
(
一
六
六
5
)
　
襖
〈
イ
ク
入
軽
)
(
一
八
〇
1
)

店
一
チ
ム
平
}
(
二
〇
二
1
)
　
曜
(
ト
ウ
L
去
二
二
〇
二
1
)
　
箔
(
ヰ
ン
平
)
(
二

〇
八
3
)
　
辟
(
ヘ
キ
入
竺
(
二
一
八
1
)
　
時
「
ソ
平
)
(
二
一
八
3
)
　
堕

(
タ
上
)
(
二
一
八
4
)
　
押
(
7
7
人
竺
二
二
二
〇
1
)
　
悟
(
イ
平
竺
(
二
二

一
6
)
　
否
(
ヒ
上
二
二
二
一
7
)
　
紙
(
シ
上
二
二
二
五
6
)
　
遅
(
チ
平
)

(
二
二
五
6
)
　
警
(
ケ
イ
上
)
(
二
二
八
4
)
　
胚
(
ハ
イ
平
竺
(
二
三
二
1
)

汗
亨
/
去
)
(
二
四
五
7
)
　
萱
(
火
ム
平
)
(
二
四
六
5
)
　
奥
(
ア
ウ
去
二
二

六
八
3
)
　
是
;
上
二
二
七
一
4
)
　
の
(
受
′
平
軽
二
二
七
三
7
)
　
希

喜
平
軽
二
二
七
三
7
)
　
成
(
ス
ヰ
チ
入
竺
(
二
七
四
6
)
　
億
〈
イ
ク
人
種
)
(
二

七
四
6
)
　
素
(
ソ
至
(
二
七
五
5
)
　
渾
(
コ
ン
平
〉
(
二
七
七
2
)
　
諦
(
テ

ィ
去
)
(
二
七
七
4
)
　
蔽
一
.
ヘ
ィ
去
二
二
七
九
4
)
　
慢
〈
マ
ン
去
二
二
八
〇

1
)
　
撞
(
ア
ク
人
権
二
二
八
〇
7
)
　
箆
(
へ
イ
平
二
二
八
一
1
)
　
簾
(
レ
ム

図
書
寮
本
r
類
架
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

平
二
二
八
一
1
)
　
維
(
ヰ
平
二
二
八
一
3
)
　
績
(
ハ
ン
乎
)
(
二
八
二
3
)

揮
(
ク
ヰ
平
軽
)
(
二
八
二
7
)
　
亦
(
ユ
キ
入
軽
)
(
二
八
三
2
)
　
白
(
バ
ク
入

軽
)
(
二
八
三
7
)
　
率
(
ス
ヰ
チ
入
軽
二
二
八
四
5
)
　
凡
(
ハ
ム
平
)
(
二
八
四

7
)
　
迂
(
ハ
ム
去
二
二
八
四
7
)
　
司
(
シ
平
蛙
二
二
八
七
3
)
　
訴
(
ソ
去
)

(
二
八
九
3
)
　
鉛
(
エ
ン
乎
)
(
二
八
九
6
)
　
侵
(
テ
ィ
上
)
(
二
九
二
7
)

淳
(
ス
ヰ
ン
平
群
)
(
二
九
三
3
)
　
遁
(
ト
ン
上
)
(
二
九
四
1
)
　
裏
(
シ
ャ
ウ
L
平

軽
)
(
二
九
四
3
二
一
九
四
3
)
　
催
耳
イ
平
)
(
二
九
四
4
)
　
蒲
(
シ
去
)

(
二
九
六
5
)
　
剛
(
カ
ウ
し
平
軽
)
(
二
九
七
4
)
　
己
(
キ
上
)
(
二
九
七
5
)

智
(
セ
イ
去
)
(
二
九
八
3
)
　
申
;
ン
平
竺
(
二
九
九
1
)
　
施
(
シ
平
竺

(
三
〇
二
4
)
　
鈷
(
セ
ン
平
)
(
三
〇
四
7
)
　
浸
(
リ
ヨ
ウ
L
平
)
(
三
〇
七
7
)

温
(
ヲ
ン
平
軽
)
(
三
〇
八
4
)
　
醍
(
シ
上
)
(
三
一
一
1
)
　
宏
(
火
り
」
平
)

(
三
一
一
2
)
　
墓
(
ス
ヰ
平
軽
)
(
三
二
6
)
　
桓
(
火
ン
平
)
(
三
一
八
4
)

弗
(
フ
ツ
入
軽
)
(
三
一
八
7
)
　
講
へ
ケ
チ
入
軽
二
三
一
九
1
)
　
屈
(
ク
ツ
入

竺
(
三
一
九
5
)
　
軽
(
テ
ィ
去
二
ナ
チ
入
竺
(
三
一
九
6
)
　
隈
(
ワ
イ
平
軽
)
(
三

二
五
5
)
　
依
(
イ
平
軽
)
(
三
二
七
1
)
　
葱
(
ケ
ン
平
軽
)
(
三
三
二
5
)
　
俳

(
ハ
イ
平
二
三
三
四
2
)
　
昆
(
。
ン
平
軽
)
(
三
三
五
7
)
　
○
提
(
テ
ィ
乎
)
(
一

三
二
6
)
　
〔
平
声
全
濁
齋
韻
〕
　
○
捲
(
サ
イ
平
)
(
一
四
三
3
)
　
〔
平
声
全

濁
灰
韻
〕
　
○
圭
(
ケ
イ
平
軽
)
(
三
三
九
1
)
〔
平
声
全
清
齋
韻
〕
　
○
沓
(
シ

平
軽
二
七
六
1
)
　
〔
平
声
全
清
脂
韻
〕
　
○
址
(
シ
上
)
(
一
三
一
3
)
　
〔
上

声
全
清
之
韻
〕
　
〇
滴
(
。
り
去
)
(
二
〇
六
7
)
　
〔
去
声
次
濁
侯
韻
〕
　
〇

二
三



図
書
資
本
r
類
衆
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

測
へ
シ
ヨ
ク
人
種
)
(
二
五
三
4
)
　
〔
入
声
次
活
蒸
韻
〕

以
上
、
小
松
論
文
に
、
七
例
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
加
え
た
七
例
も
、

他
例
同
様
、
『
廣
萬
」
　
の
声
調
に
一
致
す
る
　
(
表
3
の
下
段
(
　
)
内
に
、

そ
の
数
の
み
記
し
た
)
。
上
声
全
濁
字
の
五
例
も
、
す
べ
て
、
上
声
の
位
置

に
仮
名
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

5
.
右
以
外
の
注
文
字
に
加
点
さ
れ
た
例

右
と
同
様
の
形
式
で
、
全
七
例
を
掲
げ
る
。

漸
ハ
セ
キ
入
竺
(
二
七
3
)
　
邸
(
ラ
ウ
L
平
)
(
一
七
四
5
)
　
邪
へ
ヤ
乎
)
(
一
七

四
5
)
　
庖
(
エ
ン
平
軽
二
二
二
九
5
)
　
惚
(
ナ
ウ
」
去
)
(
二
六
八
3
)
　
○

荘
〈
タ
ウ
」
平
二
四
五
6
)
　
〔
平
声
全
濁
庚
韻
〕
　
○
-
(
私
)
(
ワ
ウ
し
平
軽
)

(
四
五
6
)
　
〔
平
声
全
清
耕
韻
〕

小
松
著
書
五
〇
八
頁
で
、
判
読
不
能
と
し
て
除
外
さ
れ
た
「
-
(
私
)
」

L

(
四
五
6
)
　
へ
の
加
点
例
は
、
平
声
軽
の
位
置
か
ら
「
禾
ウ
」
が
左
斜
め
下

に
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
た
。
右
の
九
例
も
、
『
廣
韻
」
声
調
に
一
致

す
る
。

五
、
声
点
お
よ
び
声
調
奉
不
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
の
加
点

箇
所
の
偏
り
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
、
声
点
お
よ
び
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
の
加

点
鼓
を
、
加
点
箇
所
別
に
整
理
す
る
と
、
次
表
と
な
る
。

計

そ 同 反
切
下

反
切
上

掲

の 立
上∃

出

他 字 字 字 字

七
」」

六
九

八
九

=ヒ・′ロ

ノヽ 四 点

八 七 七

」」
七 ○

ね 声
た 調
仮 表
名 示
音 を
注 兼

′ヽ
七 七 ○

1
.
声
点
加
点
の
偏
り

図
書
資
本
「
類
緊
名
義
抄
」
は
、
掲
出
字
に
声
点
・
仮
名
音
注
を
加
点
す

る
こ
と
が
希
で
あ
る
。
掲
出
字
の
昔
は
、
注
文
で
示
す
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
。
教
少
な
い
掲
出
字
声
点
は
、
上
声
の
全
濁
音
字
に
集
中
し
て
お
り
、

加
点
者
は
、
特
に
そ
の
声
調
に
注
意
を
払
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

(罰)る
。ま

た
、
本
資
料
の
反
切
上
字
へ
の
声
点
加
点
数
は
、
反
切
下
字
へ
の
加
点

数
に
比
し
て
、
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
小
松
英
雄
は
、
「
わ
ざ
わ

ざ
反
切
上
字
に
ま
で
声
点
を
く
わ
え
な
く
と
も
、
(
略
)
利
用
者
は
軽
重
を

(

3

1

▼

判
別
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
方
に
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
平
安
時
代
の
字
書
は
、
図
書
寮
本
『
類
朱
名
義
抄
」
　
よ
り
も
反



切
上
字
へ
の
声
点
加
点
例
が
多
く
、
改
編
本
『
類
宋
名
義
抄
」
　
で
は
、
図
書

壷
一

寮
本
r
類
崇
名
義
抄
」
よ
り
も
反
切
上
字
へ
の
声
点
は
減
少
す
る
。

こ
の
事
実
は
、
前
代
の
加
点
者
よ
り
も
後
代
の
加
点
者
が
軽
重
清
濁
に
詳

し
か
っ
た
こ
と
の
反
映
、
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
軽
重
清
濁
の
習
得
が
次

第
に
因
杜
に
な
っ
た
こ
と
の
反
映
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

図
書
寮
本
r
類
衆
名
義
抄
」
　
に
お
け
る
反
切
上
字
へ
の
声
点
加
点
も
、
そ

の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

2
.
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
加
点
の
偏
り

本
資
料
全
体
で
は
、
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
の
加
点
教
は
、
声
点

加
点
教
の
十
分
の
一
弱
で
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
右
表
を
見
る
と
、
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
が
、

反
切
上
字
に
皆
無
で
あ
る
こ
と
と
、
同
音
字
に
集
中
す
る
こ
と
と
に
注
目
さ

れ
る
。反

切
上
字
へ
の
仮
名
加
点
例
は
、
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
　
(
小
松
著
書
五

〇
八
頁
に
　
〔
図
版
3
〕
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
)
。

-
ア
ン

所
珊
(
弘
云
旦
胡
;
平
)
反
)
(
一
七
九
3
)

た
だ
し
、
右
の
「
タ
ン
」
は
、
音
形
の
み
を
表
示
し
、
声
調
を
表
示
し
て

い
な
い
。

反
切
上
字
に
、
一
例
し
か
加
点
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
被
注
字
の
「
軽
重

図
書
寮
本
r
類
楽
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

清
濁
」
を
示
す
反
切
上
字
に
、
全
音
形
と
声
調
と
を
記
す
必
要
が
な
い
、
と

判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
、
l
、
反
切
上
字
の
全
音
形
お
よ
び
声
調
を
記
す
こ

と
は
、
被
注
字
の
音
形
・
声
調
を
導
く
際
の
妨
げ
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
右
の
「
旦
」
は
　
「
廣
韻
」
去
声
字
で
あ
る
か
ら
、
「
タ
ン
」

を
去
声
に
加
点
し
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
漢
音
声
調
の
六
声
体
系
に

お
い
て
、
去
声
は
軽
重
を
区
別
し
な
い
の
で
、
掲
出
字
「
都
」
　
(
「
贋
韻
」
平

声
全
活
字
)
　
が
軽
声
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
声
点
加
点
に
も
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
反
切
上
字
の
日
本
漢
音

声
調
に
お
け
る
軽
重
を
加
点
し
た
場
合
、
そ
れ
が
被
注
字
の
軽
重
と
一
致
し

A刀)

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
　
(
た
と
え
ば
、
被
注
字
が
平
声
次
濁

字
で
あ
り
、
反
切
上
字
が
入
声
次
濁
字
で
あ
る
場
合
、
被
注
字
は
重
声
、
反

切
上
字
は
軽
声
と
な
る
)
。

一
方
、
反
切
下
字
に
は
、
少
な
い
な
が
ら
、
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
昔

注
加
点
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
被
注
字
の
声
調
と
韻
の
音
形
と
を
示
す

反
切
下
字
に
お
い
て
、
声
調
と
音
形
と
を
同
時
に
示
す
こ
の
方
式
が
有
効
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

.
し
か
し
、
こ
の
方
式
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
の
は
、
同
音
字
注
に
つ
い

て
で
あ
る
。
同
音
字
注
に
こ
の
音
注
を
加
点
す
れ
ば
、
被
注
字
の
全
音
形
を

示
す
と
同
時
に
、
声
調
を
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
式
の
加
点
が
同

音
字
注
に
集
中
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

二
五



図
書
資
本
r
類
衆
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

右
表
で
、
「
そ
の
他
」
と
し
た
九
例
も
、
先
に
具
体
例
を
掲
げ
た
と
お

り
、
す
べ
て
、
注
文
字
の
全
音
形
と
声
調
と
を
、
直
接
示
し
た
例
で
あ
る
。

六
、
声
点
お
よ
び
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
か
ら
知

ら
れ
る
声
調
体
系

1
.
掲
出
字
の
声
調
体
系

先
に
、
小
修
正
を
加
え
た
が
、
掲
出
字
声
点
に
関
す
る
小
松
の
検
討
結
果

に
影
響
は
な
い
。

小
松
が
注
意
し
た
、
上
声
重
点
と
判
断
さ
れ
る
声
点
加
点
例
は
、
筆
者
の

判
定
で
は
、
次
の
十
五
例
で
あ
る
。

践
(
一
〇
八
3
)
　
距
(
二
一
7
)
　
竪
(
一
二
九
7
)
　
時
(
二
二

八
5
)
　
映
(
一
四
三
6
)
　
部
(
一
七
八
6
)
　
堕
(
一
九
七
5
)
　
限

(
二
〇
四
3
)
　
探
(
二
一
八
5
)
　
坐
(
二
二
九
3
)
　
侍
(
二
四
〇

6
)
　
憤
(
二
五
一
3
)
　
幌
(
二
八
五
3
)
　
担
(
三
三
三
5
)
　
被

(
三
三
四
6
)

右
は
、
全
例
、
全
濁
上
声
字
で
あ
る
。
全
濁
字
以
外
の
上
声
字
に
、
や
や

下
方
の
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
は
、
無
い
。

し
か
し
、
全
濁
上
声
字
に
も
、
他
の
上
声
字
と
同
様
の
上
声
軽
点
が
加
点

さ
れ
た
例
が
存
す
る
こ
と
も
、
小
松
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
実
態
を
、
小
松
は
、
「
「
上
声
軽
」
と
「
上
声
重
」
と
が
、
《
上
声

二
六

t
O
n
e
m
e
》
を
構
成
す
る
ふ
た
つ
の
a
u
O
t
O
n
e
S
で
あ
り
、
一
方
の
「
上
声

重
」
が
、
実
現
さ
れ
た
抑
揚
に
お
い
て
去
声
調
と
区
別
を
も
た
な
か
っ
た
た

め
に
、
こ
の
字
群
に
特
に
注
貴
ぶ
か
く
加
点
さ
れ
て
い
る
」
(
小
松
著
書
四

七
八
頁
)
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

右
に
挙
げ
た
以
外
の
上
声
点
加
点
例
に
は
、
全
濁
字
も
一
九
例
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
注
文
に
、
『
倭
名
類
果
抄
」
　
の
「
上
声
之
重
」
「
上
声

(
3
4
)

重
」
を
引
用
し
て
い
る
左
の
例
も
有
る
。

抹
(
一
〇
六
6
)
　
紆
(
三
〇
四
4
)

よ
っ
て
、
掲
出
字
芦
点
加
点
者
が
、
上
声
重
を
、
声
調
体
系
の
一
つ
と
し

て
認
識
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
小
松
説
の
通
り
、
本
資
料
の
掲
出

字
声
点
は
、
調
値
の
上
で
六
種
を
区
別
す
る
声
調
体
系
を
背
景
に
加
点
さ
れ

云
)

た
、
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
.
掲
出
字
以
外
の
声
調
体
系

掲
出
字
以
外
の
声
点
お
よ
び
声
調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
か
ら
知
ら
れ

元
)

る
声
調
体
系
も
、
従
来
の
研
究
で
言
わ
れ
る
と
お
り
、
平
声
・
入
声
に
軽
重

を
区
別
す
る
六
声
体
系
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
(
責
2
・
表
3
、
参
望
。

七
、
む
す
び

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
」
　
の
訓
点
に
よ
っ



て
表
示
さ
れ
た
声
調
が
、
『
廣
韻
」
　
声
調
と
一
致
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
例
が
調
査
範
囲
に
存
し
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
「
そ
の
声
点
が
全
体
に
韻
書
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
た
」
と

一
訂
一

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
右
に
記
し
た
と
お
り
、
全
体
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
と
、
反

切
下
字
に
一
例
、
同
音
字
に
四
例
の
、
全
濁
上
声
去
声
化
例
を
指
摘
で
き

た
。そ

し
て
、
本
資
料
の
訓
点
か
ら
知
ら
れ
る
声
調
体
系
は
、
掲
出
字
・
注
文

と
も
、
平
声
・
入
声
に
軽
重
を
区
別
す
る
六
声
体
系
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

日
本
漢
音
の
声
調
体
系
と
し
て
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

か
り
に
、
本
資
料
の
加
点
が
韻
書
・
音
義
に
基
づ
く
加
点
で
あ
る
な
ら

ば
、
r
毛
詩
」
平
安
中
期
点
の
四
声
体
系
や
、
r
備
母
大
孔
雀
明
王
経
」
平
安

初
期
末
点
の
十
六
声
体
系
の
よ
う
に
、
正
確
に
軽
重
を
区
別
し
た
加
点
が
な

盃
)

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
資
料
の
軽
重
の
区
別
は
、
そ
の
よ
う
な
厳
密
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
軽
重
の
表
示
は
、
反
切
上
字
と
反
切
下
字
お
よ

び
同
音
字
と
の
間
で
、
厳
密
度
に
差
が
存
し
た
。
こ
れ
は
、
『
妙
法
蓮
華
経

釈
文
J
平
安
後
期
加
点
・
『
孔
雀
経
音
義
」
院
政
初
期
点
に
お
い
て
も
、
見

ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。

反
切
上
字
に
声
調
表
示
例
が
少
な
い
こ
と
も
、
軽
重
が
次
第
に
区
別
さ
れ

図
書
寮
本
r
頼
緊
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

な
く
な
る
日
本
漢
音
声
調
史
上
に
位
置
づ
け
て
、
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
資
料
は
、
中
国
中
古
昔
の
体
系
に
添
っ
た
規
範
的
な
声

調
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
日
本
漢
音
資
料
と
ま
っ
た
く
か
け

離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

院
政
期
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
中
で
、
中
国
に
お
け
る
規
範
を
も
っ
と
も

強
く
反
映
し
た
層
の
加
点
が
な
さ
れ
た
資
料
、
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で

あ
る
。

<
注
>

(
1
)
築
島
裕
「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
」
　
(
「
図
書
寮
本
類
宋
名

義
抄
」
　
(
一
九
六
九
年
、
勉
試
社
)
　
に
所
収
。
そ
の
後
の
復
刊
本
に
も
再
録
)
、
参

召
H
O

n
ロ
ハ

(
2
)
小
松
英
雄
r
日
本
声
調
史
論
考
」
　
(
一
九
七
一
年
、
風
間
書
院
)
第
Ⅱ
部
第
1

章
。

(
3
)
　
右
往
小
松
著
書
第
Ⅱ
部
第
2
章
。
な
お
、
上
声
字
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明

r
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
」
　
二
九
八
二
年
、
武
蔵

野
書
院
)
第
二
部
第
五
車
、
で
も
r
墳
韻
」
声
調
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

(
4
)
注
(
2
)
小
松
著
書
第
Ⅱ
部
第
2
章
、
参
照
。

(
5
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
三
七
四
頁
。
た
だ
し
、
反
切
・
同
音
字
注
声
点
は
、
上

声
点
一
三
四
例
、
去
声
点
一
九
四
例
、
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
　
(
四
四
〇

頁
)
　
で
、
具
体
例
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
掲
出
字
声
点
・
朱
仮
名
昔
注
・

水
部
反
切
字
の
　
「
墳
韻
」
上
声
字
に
つ
い
て
は
、
注
(
3
)
沼
本
著
書
第
二
部
第

五
車
、
で
も
r
廣
韻
」
声
調
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

(
6
)
宮
内
庁
書
陵
部
の
ご
高
配
に
よ
り
、
原
本
閲
覧
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
。
こ

二
七



図
書
寮
本
r
類
衆
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調

こ
に
明
記
し
、
書
陵
部
長
お
よ
び
お
世
話
頂
い
た
皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

(
7
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
四
二
〇
・
四
八
〇
・
四
八
一
頁
。

(
8
)
こ
の
音
義
の
原
本
閲
覧
の
機
会
は
、
未
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
カ
ラ
ー
写
真

に
依
る
限
り
、
声
点
は
一
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
石
塚
暗
通
「
唐
招
提
寺
蔵
孔
雀
経

音
義
」
(
r
北
大
国
語
学
講
座
二
十
周
年
記
念
　
論
輯
　
辞
書
・
音
義
」
へ
一
九
八

八
年
、
汲
古
書
院
)
所
収
)
に
も
、
朱
筆
に
複
数
の
も
の
が
存
す
る
と
い
う
指
摘

は
な
い
。

(
9
)
「
夕
」
の
右
上
に
朱
点
が
有
る
。
こ
れ
は
、
濁
点
か
も
知
れ
な
い
。
今
は
、
指

摘
に
留
め
る
。

(
1
0
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
五
二
二
頁
。

(
1
1
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
五
〇
八
・
五
〇
九
頁
。
た
だ
し
、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た

「
測
」
〔
二
五
三
4
〕
で
入
声
点
と
認
定
さ
れ
た
も
の
は
、
虫
損
で
あ
る
。
・
よ
っ

て
、
本
稿
の
検
討
か
ら
は
除
外
す
る
。
な
お
、
第
三
例
の
所
在
は
〔
五
三
3
〕
、

第
四
例
の
同
音
字
注
は
「
濁
」
、
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

(
ほ
)
注
(
2
)
小
松
著
書
の
認
定
よ
り
、
六
例
少
な
い
。
一
例
は
、
前
注
の
「
測
」

で
あ
る
。
ま
た
、
「
盤
二
平
)
は
(
紆
)
(
平
軽
)
ト
ウ
(
平
)
ツ
(
平
濁
)
ワ
〈
上
)
ク
(
平
)
」

'
タ

(
三
〇
四
3
)
の
「
ウ
」
は
墨
筆
で
あ
り
、
「
濁
(
人
)
」
(
一
六
7
)
の
「
タ
ク
」

は
別
筆
と
判
断
し
た
た
め
、
除
外
し
た
。
残
る
三
例
は
、
見
出
せ
な
い
。

(
1
3
)
注
(
2
)
小
松
著
書
五
〇
七
頁
お
よ
び
五
二
五
頁
に
も
同
様
の
見
解
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
少
数
例
に
限
っ
て
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
併
記

さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
加

カ
ウ

点
さ
れ
た
例
に
、
倶
〈
平
軽
)
(
一
〇
五
6
)
・
校
(
上
二
二
九
五
5
)
な
ど
、
そ
の

声
点
加
点
位
置
に
仮
名
を
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と

は
、
確
か
で
あ
る
。
小
松
英
雄
は
、
こ
れ
ら
の
例
が
本
資
料
は
じ
め
に
生
中
す
る

こ
と
を
指
摘
し
、
途
中
か
ら
「
位
置
に
意
味
を
も
た
せ
る
方
式
に
き
り
か
え
ら
れ

た
」
と
し
て
い
る
(
注
(
2
)
著
書
五
二
五
頁
)
。
し
か
し
、
本
文
に
記
し
た
と

お
り
、
こ
の
方
式
は
、
三
〇
〇
頁
以
降
に
も
初
め
と
同
程
度
の
集
中
を
見
せ
る
。

二
人

(
1
4
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
第
Ⅱ
部
第
2
章
。

(
望
小
松
著
書
の
誤
植
を
指
摘
す
る
。
(
誤
)
紆
1
(
正
)
紆
(
三
l
云
7
)
。

(
1
6
)
改
福
本
r
類
緊
名
義
抄
」
観
智
院
本
で
は
、
字
体
注
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

「
横
磯
」
が
見
出
し
字
に
並
記
さ
れ
て
い
る
(
法
中
二
ウ
8
)
。
た
だ
し
、
金
部

(
僧
上
六
四
オ
5
)
の
「
額
」
の
注
文
で
は
、
「
礪
」
「
碩
」
を
と
も
に
「
正
」
と
し
て
い

る
。
鎖
国
守
国
神
社
蔵
本
(
下
一
四
〇
ウ
5
)
で
も
同
様
で
あ
る
。

(
叩
)
注
(
2
)
小
松
若
草
二
七
三
・
三
七
四
頁
に
お
い
て
「
第
一
群
」
と
名
付
け
ら

れ
た
昔
注
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
如
く
、
同
音
字
注
に
お
い
て
は
、
公

任
の
正
音
を
も
対
象
と
す
る
。

(
ほ
)
反
切
上
字
に
声
点
加
点
し
、
反
切
下
字
に
は
加
点
し
な
い
例
は
、
全
体
で
三
例

で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
反
切
下
字
に
声
点
加
点
が
存
す
る
反
切
に
つ
い
て
、
そ

の
反
切
上
字
の
声
調
と
声
母
と
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
r
頃
韻
」
上
声
字

は
、
全
活
字
九
五
例
、
次
活
字
三
二
例
、
次
濁
字
五
九
例
、
全
濁
字
三
五
例
で
あ

っ
た
(
す
べ
て
延
べ
数
)
。
反
切
上
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
上
声
全
濁
字
は

比
較
的
少
な
い
が
、
次
活
字
よ
り
は
多
い
。
そ
の
全
濁
上
声
字
に
加
点
が
な
い
こ

と
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
声
点
加

点
例
が
少
数
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
事
実
の
指
摘
に
留
め
る
。

(
1
9
)
醍
醐
寺
蔵
r
妙
法
蓮
華
経
釈
さ
平
安
後
期
点
お
よ
び
唐
招
提
寺
蔵
r
孔
雀
経

音
義
」
院
政
初
期
点
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
勇
「
醍
醐
寺
蔵
r
妙

法
蓮
華
経
釈
文
」
の
声
点
加
点
に
つ
い
て
　
ー
　
前
後
半
の
相
違
と
表
奴
見
返
中

段
記
事
の
解
釈
　
-
　
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
〇
三
輯
、
一
九
九
九
年
九

月
)
、
同
「
唐
招
提
寺
蔵
r
孔
雀
経
音
義
」
院
政
期
点
の
声
調
体
系
　
-
　
反
切

を
有
す
る
前
半
部
分
に
つ
い
て
　
-
　
」
(
「
国
文
学
致
」
第
一
六
九
号
、
二
〇
〇
一

年
三
月
)
、
参
照
。

(
2
0
)
注
(
3
)
沼
本
著
書
で
は
、
水
部
に
限
っ
て
の
調
査
で
あ
っ
た
。

(
飢
)
渡
辺
修
「
図
書
寮
蔵
本
類
繋
名
義
抄
と
石
山
寺
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
と
に
つ
い

て
」
(
「
国
語
学
」
第
十
三
・
十
四
集
、
一
九
五
三
年
十
月
)
。

(
召
石
山
寺
蔵
r
大
般
若
経
字
抄
」
の
対
応
箇
所
(
(
正
河
)
昔
計
(
三
オ
5
)
、
昔



低
/
正
弟
　
(
四
ウ
4
)
、
(
正
虐
)
　
古
道
　
(
二
二
オ
3
)
　
逆
　
(
二
二
ウ
2
)
、
(
正

還
)
貫
(
一
八
ウ
5
)
)
　
に
は
、
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
図
書
東

本
r
類
果
名
義
抄
」
に
は
、
「
公
云
昔
飢
(
ケ
去
こ
(
二
七
四
1
)
　
の
よ
う
に
、
声

調
表
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
が
公
任
音
に
も
付
さ
れ
て
い
る
　
(
以
下
、
去
声
の
位

置
に
書
か
れ
た
ケ
の
仮
名
を
、
(
ケ
去
)
と
簡
略
に
表
記
す
る
)
。
こ
の
往
昔
法

は
、
石
山
寺
蔵
r
大
般
若
経
字
抄
」
　
に
は
見
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
r
大
般
若
経
字
抄
」
か
ら
引
用
し
た
昔
注
へ
の
声
点
お
よ
び
仮
名
音

注
も
、
図
書
寮
本
r
類
朱
名
義
抄
」
　
の
加
点
者
が
新
た
に
加
点
し
た
も
の
で
あ

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
正
音
注
に
声
点
加
点
が
な
い
　
r
大
般
若
経
字
抄
」
か
ら
の
引
用
例
に
、

以
下
の
も
の
が
あ
る
。

註
(
公
云
昔
官
(
去
)
正
喧
)
(
八
二
2
)
登
(
公
云
音
永
(
平
)
(
略
)
正
条
)

(
〓
ハ
四
4
)
隠
(
公
云
音
股
正
引
)
　
(
二
〇
六
3
)

(
2
3
)
　
佐
々
木
勇
「
古
字
書
に
お
け
る
反
切
・
同
音
字
注
へ
の
声
点
加
点
に
つ
い
て
」

(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
五
輯
、
二
〇
〇
五
年
九
月
)
、
参
照
。

(
2
4
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
四
七
〇
貢
。

(
2
5
)
江
口
泰
生
「
r
和
名
類
衆
抄
」
　
の
「
俗
」
音
注
」
(
「
国
語
学
」
第
一
四
一
集
、

一
九
八
五
年
六
月
)
。

(
2
6
)
注
(
3
)
沼
本
著
書
、
第
一
部
第
四
章
第
二
節
、
参
照
。

(
2
7
)
馬
渕
和
夫
r
和
名
類
麦
抄
古
写
本
声
点
本
　
本
文
お
よ
び
索
引
」
　
(
一
九
七
三

年
、
風
間
書
房
)
。

(
お
)
　
そ
の
他
、
注
末
周
辺
の
和
音
・
呉
音
記
分
の
も
の
は
採
っ
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
、
二
八
八
1
に
、
「
初
学
記
云
」
と
し
て
、
「
春
秋
」
以
下
の
書
名
に
声
点
が
加

点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
呉
音
声
調
を
示
し
て
い
る
と
判
断
し
て
、
対
象
か

ら
外
し
た
。

(

2

9

)

注

(

2

)

(

3

0

)

注

(

2

)

(

3

1

)

注

(

2

)

(

3

2

)

注

(

2

3

)

(

3

3

)

注

(

1

9

) 小
松
著
書
、
第
Ⅱ
部
第
3
車
。

小
松
著
書
、
第
Ⅱ
部
第
2
章
。

小
松
著
書
、
一
五
三
頁
。

佐
々
木
論
文
、
参
照
。

佐
々
木
第
一
論
文
、
参
照
。

(
封
)
他
に
、
「
上
声
之
重
」
の
注
文
を
持
つ
上
声
軽
点
加
点
例
に
、
r
廣
韻
」
に
清
音

で
し
か
記
載
さ
れ
な
い
　
「
紆
」
　
(
三
二
五
7
)
　
が
有
る
。

(
3
5
)
平
安
後
期
加
点
の
r
妙
法
蓮
華
経
釈
文
」
に
お
い
て
も
、
加
点
者
の
声
調
体
系

は
六
声
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
た
(
注
(
1
9
)
佐
々
木
第
一
論
文
、
参
照
)
。

平
安
後
期
以
降
、
六
声
よ
り
多
く
の
声
調
を
区
別
す
る
声
調
体
系
は
、
実
際
上
、

伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
3
6
)
注
(
2
)
小
松
著
書
、
四
八
〇
頁
。

(
3
7
)
注
(
3
)
沼
本
著
書
、
一
〇
五
七
頁
。

(
3
8
)
注
(
3
)
沼
本
著
書
、
第
二
部
第
四
章
節
五
節
・
同
第
一
節
、
参
照
。

(
さ
さ
き
い
さ
む
・
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
助
教
授
)

図
書
寮
本
r
類
果
名
義
抄
」
院
政
期
点
に
お
け
る
漢
音
声
調


